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	応用
	抗原情報
	背景
	アミロイドβ前駆体タンパク質結合ファミリーAメンバー2（APBA2）ホモサピエンス この遺伝子によってコードされるタンパク質は、X11タンパク質ファミリーのメンバーです。これは、アルツハイマー病アミロイド前駆体タンパク質（APP）と相互作用する神経アダプタータンパク質です。APPを安定化し、アルツハイマー病患者の脳に沈着するAβペプチドを含むタンパク質分解APP断片の生成を阻害します。この遺伝子産物はシグナル伝達プロセスに関与していると考えられています。また、シナプス小胞のエキソサイトーシスと神経細胞接着を結びつける可能性のある複合体を形成できる、脳内の推定小胞輸送タンパク質とも考えられています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2008年7月],ドメイン:STXBP1に結合するN末端ドメイン、βアミロイド前駆体タンパク質の細胞質ドメインとの結合を媒介する中間リン酸化チロシン結合ドメイン（PID/PTB）、およびタンパク質を細胞膜に付着させると考えられる2つのC末端PDZドメインから構成されます。,機能:シナプス小胞放出機構の必須成分であるSTXBP1に結合し、シナプス小胞放出において推定上の機能を果たします。βアミロイド前駆体タンパク質（APP）のプロセシング、ひいてはβAPPの形成を調節する可能性があります。,類似性:1つのPIDドメインを含みます。,類似性:2つのPDZ（DHR）ドメインを含みます。,サブユニット:STXBP1およびシンタキシン-1を含む多量体複合体の一部です。アミロイドタンパク質βの細胞質ドメイン、およびPDZドメインを介して核因子NF-κB/p65に結合する。APBA2BPのアミノ末端ドメインと相互作用する。,組織特異性：脳。,
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	APBA2抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

